
平成３０年４月号 和歌山工業高等学校定時制

４月９日（月）、離任式・新任式・始業式が行われました。
この３月末で離任された先生方からそれぞれご挨拶いただ

きました。
離任された先生方は次のとおりです。
長い間ありがとうございました。

野田悟司、岡本行博、前島佳代子、上野山幸司
新しく着任された先生方は次のとおりです。

藤田真由子、岡本邦孝、西村康宏、林 優樹、岡本 透
よろしくお願いします。
始業式では、田村校長先生から、今後ＡＩや人工知能がどんなに発達しても生き抜いて

いくための次の３つの力についてお話しがありました。そしてそれらの力を身につけるた
めの具体的な行動にも触れられました。

１．自分で考える力・・・自ら考え、表現する活動を増やそう
２．人と共創する力・・・仲間をリスペクトする態度を身につけよう
３．自ら進化する力・・・挨拶や身だしなみを大切にしよう

４月１０日（火）
平成３０年度の入学式が挙行されました。

田村校長先生から、新入生１９名（機械電気科３名・建築科
１６名）と転入生４名（機械電気科３年３名・建築科３年１名）
の計２３名の入学が許可されました。
田村校長は式辞の中で「工業高校で学ぶことは『ものづくり』

を学ぶこと。『ものづくり』とは、人が人として幸せに生きて
いくために必要な『もの』をつくること」であると話されまし
た。そしてそのために、その『もの』の利用者への思いやりや
配慮、気遣いが大切であり、その基本にあるのが『優しさ』で
あると生徒に訴えかけられました。

岡本育友会長様からもご祝辞を
いただき、その後、新入生代表の
彦路友都君が力強く宣誓しました。

４月２７日（金）、
和歌山工業高等学校本館６階多目
的ホールにおいて、生徒会主催の
新入生歓迎会が開催されました。
生徒会長の挨拶の後、生徒のア

ンケート結果をもとに生徒会で検
討した結果、選ばれたDVDを全員
で鑑賞しました。

 



平成３０年５月号 和歌山工業高等学校定時制

５月１７日（木）、体育館で、
前期球技大会が開催されました。

田村校長先生の開会のあいさ
つの後、生徒会長が開会宣言を
しました。

その後、全員で準備体操（ラ
ジオ体操）をしましたが、校長
先生はじめ、先生方も生徒たち
と一緒に体操しました。

競技は昨年度と同じソフトバ
レーボールです。

今年度もトーナメント方式で
熱戦が繰り広げられました。

第１位と第２位の入賞者に、
それぞれ賞品が授与されました。

生徒たちが、日頃の表情とは
違う一面を見せてくれた一日と
なりました。

５月１４日（月）０限
「英語基礎」（３年機械電気科）
の授業がスマートルームを活用
して行われました。先生は FLT
のアレン先生です。

先生の母国の紹介ビデオを観
ながらのクイズ形式を取り入れ
た授業でした。
もちろん授業中の先生の言葉

は、ALL ENGLISH です。
生徒たちは、先生の英語を聞

き取ろうと必死になって耳を傾
けていました。

本校では、今後も、このよう
な授業を多く展開していくこと
を目指しています！

 



平成３０年６月号 和歌山工業高等学校定時制

６月９日（土）きのくに青雲高校で行われた
県予選の結果をお知らせします。

個人戦 優 勝 ２ 建 住田鞠哉 君
第３位 ３機電 鈴木 仁 君
第４位 ３機電 橋本央成 君

団体戦 優 勝

住田、鈴木、橋本の部員３名全員が和歌山県代表として、
８月７日から東京都 駒沢球技場で開かれる全国大会に出場
します。

６月１０日（日）和歌山工業高校
で行われた県予選の結果をお知らせ
します。
男子シングルス
優 勝 ３機電 辻本隼雄 君

２名の先輩が３月に卒業したこと
でたった一人のバドミントン部員となりましたが、先輩方が一緒に練習してくれたり、全
日制の先生始め周りの方々に支えられたりしながら練習に励み、見事８月１６日から小田
原市で開かれる全国大会出場を果たしました。

６月８日（金）３階集会室で、
生徒総会が開かれました。
例年通りロの字型の座席で、

全員が互いの顔を見ながらの総
会となりました。前年度の報告
と本年度の案について承認されました。
また、各クラスから提出された議題についても話し合われ

ました。学校行事では、遠足や球技大会の種目、文化祭の内
容などについて要望が出されました。その他、校内設備につ
いての要望なども出されました。

６月２６日（火）和歌山県警
察本部生活安全部少年課少年サ
ポートセンターよりお二人の講
師に来ていただきました。日頃
の言動を考えるいいきっかけに
なればと思います。

 



平成３０年７・８月号 和歌山工業高等学校定時制

７月２０日（金）、１学期終
業式が行われました。

終業式に先立って、全国高等学校定通体育大会和歌山県予選（バ
ドミントン競技、卓球競技）の入賞者が表彰されました。また、
計算技術検定の合格者には合格証書が授与されました。
終業式では、田村校長は、特別支援学校に通っていた女生徒の

遺した言葉を紹介し、世の中うまくいくことばかりではないので、
結果だけですべてを結論づけるのではなく、その努力の過程を明日に繋げることが大切な
んだということを教えてくれているのだと話されました。その上で、ポジティブシンキン
グで前向きな姿勢で夏の全国大会で活躍を期待するとのエールを送られました。また、本
校同窓会からも全国大会に出場するクラブへの支援をいただきました。

８月７日（火）～９日（木）、東京都世
田谷区で開催された第５１回卓球大会の団
体戦・個人戦に、鈴木仁君、橋本央成君（と
もに３年機電科）、住田鞠哉君（２年建築
科）が出場しました。
団体戦は１回戦敗退でした。
個人戦は橋本君は１回戦で敗退しました

が、鈴木君は１回戦、住田君は１回戦不戦
勝で２回戦から出場し、ともに初戦を見事
勝利しました。次戦は敗退しましたが、こ
れらの経験を自信に９月の県大会、１１月の近畿大会へと繋げていけるよう祈っています。

８月１６日（木）～１９日（日）、神奈川
県小田原市で開かれた第２０回バドミント
ン競技に辻本隼雄君（３年機電科）が個人
戦・団体戦に出場しました。
団体戦１回戦は１勝２敗で惜敗しました

が、辻本君はその貴重な１勝を挙げました。
個人戦は１回戦不戦勝で、２回戦を見事突破し３回戦に

進出しました。３回戦では敗退しましたが、気合いの入っ
た試合運びに引率の先生方も感動しました。
この調子で９月の県大会を勝ち抜き、１１月の近畿大会

でも今まで以上の活躍を祈っています。

 



平成３０年９月号 和歌山工業高等学校定時制

９月３日（月）２学期の始業式が行われ
ました。酷暑の夏休みが終わり、生徒全員
揃って２学期を迎えることができました。

校長先生は、夏休み中の全国大会での健闘を讃えるとともに、
甲子園の話題や西日本豪雨での地元の高校生の復興ボランティア
などの「高校生の汗」について紹介されました。
学校だから学べること、それは仲間とともに自分で考え、判断

し、行動することの意味を感じ取ること。その根底にあるのが、
人を思いやる優しさであるというお話しでした。

９月１４日（金）和海ブロック学習交流会に、生徒会
副会長の２機電山田匡充君が参加しました。
今年は他校生とともに加太から船で友ケ島に渡り、語

り部さんの説明を聞きながら島内の見学を行いました。

９月１４日（金）３，４年生を対象に、キャ
リアファシリテーター協会の事業である金銭基
礎教育プログラム「マネーコネクション」を開
催しました。いくつかの班に分かれて、ワーク
ショップを行いました。

９月１５日（土）伊都中央高校で行われた
県予選の結果をお知らせします。

個人戦 優 勝 ２ 建 住田鞠哉 君
第３位 ３機電 鈴木 仁 君、橋本央成 君

団体戦 優 勝 住田、鈴木、橋本の３名

９月１６日（日）
伊都中央高校で行われた県予選の結果をお知らせします。
男子シングルス 優 勝 ３機電 辻本隼雄 君

卓球部の３名、バドミントン部の１名が、１０月の近畿
大会に出場します。

残りの９月の行事は、１０月号で報告します。

 



平成３０年１０月号 和歌山工業高等学校定時制

９月２７日（木）
マリーナーシティ
で遠足を行いまし

た。黒潮市場でバーベキューを楽しんだ後、
ポルトヨーロッパ内を散策しました。先生
方も生徒と一緒に乗り物に乗って、楽しい
ひとときを過ごしました。

９月２８日（金）
１年生を対象に、
防災スクールを実施しました。和歌山市消防
局 中消防署南分署から３人の講師の方に来
ていただき、心肺蘇生法とＡＥＤの使用法に
ついて講義していただいた後、実習を行いま
した。

１０月５日（金）、本年度も特定社会保
険労務士の南英一先生に来ていただき、
労働条件セミナーを開催しました。
契約時の注意や退職時のルールなど

について、丁寧に分かりやすく教えて
いただき、就労している生徒が多い本校にとって大変意義深いセミナーとなりました。

残りの１０月の行事は、
次号で紹介します。

山中一浩先生（機械電気科）
「電波のことなら山中先生に聞け！」といわれるくらい

無線界では超有名な先生です。先生は第１級アマチュア無
線技士（アマチュア最高資格）を持ち、無線歴はなんと50
年！アンテナや機材は自作できるし、機器の改造もお手の
もので、これからの寒い季節は電波がよく飛ぶので、早朝
からヨーロッパとの交信を楽しみにしているそうです。
「ものづくり」でも高い技術と想像力をお持ちで、先生

が指導して作ったラジオは、大学教授もうなるほどの出来
ばえだそうです。そんなすごい先生に「ものづくり」を習
えるのは幸せなことですね！

来る１１月７日（水）、本年度の中学生体験学習を開催い
たします。１０月３１日（水）の締切後でも対応できる場
合がありますので、中学生、保護者のみなさま、どうぞご
参加ください。お申し込みは各中学校のご担当の先生まで
お願いいたします。
この件に関するご質問は、本校までお願いいたします。

０７３－４４４－２４７２（担当：教頭 藤村）

 



平成３０年１１月号 和歌山工業高等学校定時制

１０月２２日（月） １１月１９日（月）
和歌山西警察署から 和歌山西警察署か

２人の講師をお招きし ら講師をお招きして、
て、原動機付自転車運 なぜ薬物について勉強
転時の注意事項につい するのかや、犯罪に巻
て、起こりやすい事故 き込まれないための注
の事例など、詳しく教 意事項などを教えてい
えていただきました。 ただきました。

１０月２８日（日）、京都市で行われた、
第54回近畿高等学校定時制通信制課程体育
大会の結果を報告します。
【卓球】男子団体 ３位

男子個人 ３位 住田鞠哉 君(２建)
【バドミントン】

男子シングルス
３位 辻本隼雄 君(３機電)

１１月１日（木）、昨年度に引き １１月２日（金）の文化祭では、
続き、本年度も「世界津波の日」 金属のネームプレートを作成しま
に合わせて和歌山県下一斉に行わ した。生徒は各自で刻印をして、
れる地震・津波避難訓練として実 自分のお気に入りの作品を仕上げ
施しました。シェイクアウト訓練 ました。
や避難訓練の後、学校周辺の防災
マップなどを使って防災学習をし
ました。

１１月７日（水）学校開放実施期間の最終日、中学生
向けに本校の体験学習を開催しました。
昨年より多くの方に申し込んでいただき、教務や各科

の特徴の説明後、機械電気科の延長コード作りを体験し
てもらいました。その後、校内の施設見学をしました。
参加者の事後アンケートでは、全体
的に好評価を得ました。

 



平成３０年１２月号 和歌山工業高等学校定時制

１１月１６日（金）の後期生
徒総会では、生徒会新役員の立
会演説会と選挙が行われ、新執
行部が決定しました。
任期は１２月１日から１年間

です。

１１月２７日（火）に行わ
れた球技大会は、バドミント

ンと卓球に分かれ、それぞれ勝利を目指して２時間にわたる熱
戦が繰り広げられました。
校長先生も、お忙しい中最後の表彰式まで参加されました。

１２月６日（木）職員室で先生方のパソコンについての研修会
を行いました。１３日（木）の全定合同研修に向けたパソコンの
設定方法や、短焦点プロジェクターの使用についての研修を行い
ました。

終業式に先立って、まずは
伝達表彰が行われました。

○第５４回近畿高等学校定時制通信 制課程体育大会
・バドミントン競技 男子個人第３位 辻本隼雄 君(3機電)
・卓球競技 男子個人第３位 住田鞠哉 君(2機電)

男子団体第３位 鈴木 仁 君･橋本央成 君(3機電)･住田鞠哉 君(2機電)
○第３８回和歌山県高等学校製図コンクール

特選 嶋本仁穂 さん(2建) 入選 川久保龍真 君(3建)，宮井沙良 さん(4建)
○第６３回和歌山県高等学校定時制通信制 生徒作品展示会

＜工業の部＞ 金賞 嶋本仁穂 さん(2建)
銀賞 辻本隼雄 君(3機電)，受川魁里 君(3機電)
銅賞 川久保龍真 君(3建)，岩倉愛斗 君(3機電)

＜家庭の部＞ 銅賞 小谷弥由 さん(1建)
＜書道の部＞ 金賞 中村彪我 君(2機電)

銀賞 嶋田隆希 君(4機電)
銅賞 嶋本仁穂 さん(2建)

終業式の田村校長先生の式辞は、
平成最後の今年１年を象徴する漢
字が「災」であったことから、防
災意識の大切さについて触れられ
ました。
そして、生徒の２学期の頑張り

や挨拶ができることを褒められ、
「ありがとう」、「ごめんなさい」、
「大丈夫？」などの言葉を大切にして、自分から話しかけら
れるようになろうと話されました。

 



平成３１年１月号 和歌山工業高等学校定時制

今年は「平成最
後の年」です。
４ヶ月で終わる

平成３１年の最初
の行事である３学期始業式が１月８日（火）に行われました。
田村校長先生は、式辞の中で、今年の５月１日からは新元号

になることに触れられ、今年は新しい時代の始まりを迎える年
であると話されました。
そして、まさしく『平成生まれの平成育ち』である生徒自身

が、平成という時代がどんな時代だったかを振り返ることには大事な意味があり、天皇陛
下も年末の記者会見で話されたように、戦争を経験せずに済んだ平成という平和な時代を
残すことができたことに感謝し、この平和を次の時代でも守っていくことが、これからの
時代を生きる君たちの大切な使命であると熱く語られました。
また、和歌山市出身でロックバンド「L'Arc～ en～ Ciel（ラルク アン シエル）」の HYDE

（ハイド）さんの、思春期（高校時代）が人生で最も濃い時期であるというコメントを紹
介し、今、この時間を大切に考えてほしいと話されました。

４棟の第３スマートルームを使用
した生物基礎の授業では、「人体」を
テーマに映像を用いた授業を行って
います。
２年生の化学基礎では、「酸とアル

カリ」をテーマにして、紫キャベツ
とレモンを使った焼きそばの実験を
行いました。

平成３１年１月１５日（火）から、転入（本科）および
編入（本科・専科）の予備面談と出願受付を行っています。
時間は、平日の１３：００～２０：００ です。
また、予備面談は、３月１４日（木）

出願受付は、３月１５日（金）
の上記の終了時刻までです。

詳しくは、右の
QR コードから読み取れる
資料をご覧ください。

【本科生】 【専科生】

 



平成３１年２月号 和歌山工業高等学校定時制

２月８日（金）、恒例のボーリング大
会で卒業生を送る予餞会が、和歌山市小
雑賀の ROUND1 和歌山店で行われまし
た。
卒業予定の生徒と在校生合わせて２２

名と、多くの教員が参加しました。
田村校長先生の開会宣言の後、校長先

生と生徒会役員による『始球式』で開会
しました。
大会は一人２ゲームの平均によって競

われ、卒業（予定）生の部と在校生の部
の入賞、ブービー賞やブービーメーカー
賞、レーン単位で得点を競うグループ賞
など多数の賞が用意され、校長先生から賞品が手渡されました。
生徒たちは皆、生き生きとした表情で交流を楽しみました。これで全学年が一堂に集う

学校行事は最後となります。生徒たちにとって、とてもいい思い出となったことでしょう。

２月９日（土）きのくに青雲高等学校において『平成３０年度
第８回和歌山県高等学校定時制通信制課程選手権大会』が開催さ
れました。本校からは、卓球競技に３機電の橋本央成 君が参加
し、３位入賞を果たしました。

○電気工事士（第一種・第二種）

加藤岳夫 君（３機電・専科）

今年度専科生として入学し、
１０月の試験で見事合格を果た
しました。しかも、一種、二種
のダブル合格でした！
入学当初から、担当の先生の
指導の下、学校だけでなく家庭
でも勉強を続けた努力が実り、充実した１年になったとい
う加藤君の合格後のコメントに、担当の先生も喜んでいま
した。

○計算技術検定（３級）

田中魁人 君（４ 建）、稲垣海斗 君（３ 建）
中村彪我 君（２機電）、住田鞠哉 君（２ 建）
彦路友都 君（１機電）、山内圭太 君（１ 建）

多くの生徒が挑戦し見事合格しました。この努力と成果
を自信にして、今後も頑張ってほしいものです。
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３月１日（金）１８：００から、平成３０年度卒業証
書授与式が挙行されました。式には、県教育委員会や中
学校代表の校長先生始め、出口教育振興会会長様、岡本
育友会会長様、西村同窓会副会長様、前田学校運営協議
会委員様、また、昨年度末退職された野田先生の計７名
のご来賓の方々にご臨席を賜り、多くの保護者やご家族
に見守られて、盛大かつ厳粛な卒業証書授与式を執り行
うことができました。
田村校長先生は式辞において、「旅立ちの日に」という

歌を流し、紹介されました。この歌は、埼玉県秩父市の
中学校の校長先生が作詞し音楽の先生が作曲して、卒業
式で披露され、今や全国に広がり歌い継がれている曲です。そしてこれからの人生でつら
いことに出会ったとき、この歌の歌詞にある「飛び立とう 未来信じて」というフレーズ
を思い出し、勇気を出して挑戦し続けてほしいと話されました。

卒業証書授与式で卒業生代
表として答辞を読んだ前生徒
会長の岩倉愛斗君が、自分の
将来の目標（ファイナンシャ
ルプランナー）に向けての第
一歩として挑戦した日商簿記
検定３級（２月実施）に見事
合格し、卒業後に報告に来て
くれました。

３月２２日（金）終業式
が行われました。
式に先立って、県高校定

通選手権大会卓球競技３位
入賞の橋本央成君（３機電）
の表彰伝達を行いました。
また、今年度の皆勤賞の表
彰では、中村彪我君（２年
機電科）に道本賞が贈られ
ました。中村君は２年連続
の皆勤賞受賞となりました。
田村校長先生は式辞の中

で、病気で障がい者となっ
た友達を思う高校球児の作
文を紹介し、仲間を思う気
持ちの大切さや自分の目標
に向かって努力し続けるこ
との大切さを強調され、次
年度も誇りをもって学んで
いくよう励まされました。

 


